
ウルシ育苗方法の効率化

（
以
下
「
マ
ル
チ
」）
な
ど
の
農
業
用
資
材

を
用
い
た
新
た
な
育
苗
方
法
（
以
下
、「
新

方
法
」）
を
構
築
し
ま
し
た
（
図
１
）。
本

稿
で
は
従
来
の
育
苗
方
法
と
比
較
し
な
が

ら
、
効
率
化
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
（
※
）
を

紹
介
し
ま
す
。

２　
育
苗
の
流
れ

①　
種
子
の
処
理

﹇
従
来
方
法
﹈
水
や
食
塩
水
に
よ
る
比
重

選
で
種
子
を
選
別
し
、
濃
硫
酸
に
よ
る
脱

ロ
ウ
処
理
後
、
常
温
で
10
日
程
度
水
に
浸

漬
し
ま
す
。

﹇
新
方
法
﹈
高
比
重
の
砂
糖
水
（
比
重
１
．

２
３
０
）
で
種
子
を
選
別
し
、
同
様
に
濃

硫
酸
で
脱
ロ
ウ
処
理
後
、
低
温
下
で
２
〜

４
週
間
水
に
浸
漬
し
ま
す
。

＊
新
方
法
で
は
、
比
重
の
高
い
充
実
し
た
種
子

を
選
別
で
き
る
た
め
発
芽
率
が
向
上
し
ま
す
。

砂
糖
を
用
い
た
理
由
は
、
水
に
よ
く
溶
け
、

飽
和
食
塩
水
（
比
重
約
１
．２
０
０
）
よ
り
も

比
重
の
高
い
溶
液
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
で
す
。
ま
た
、
低
温
下
で
の
吸
水
に
よ
り
、

種
子
の
生
理
的
休
眠
を
打
破
で
き
る
た
め
、

発
芽
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
揃
い
や
す
く
な
り
ま

す
（
写
真
１
）。

＊
水
選
で
は
選
別
率
が
８
割
程
度
※１

、
発
芽
率
は

１
〜
３
割
※２

に
と
ど
ま
り
ま
す
が
、
糖
水
選
で

は
選
別
率
が
３
割
程
度
※１

、
発
芽
率
は
６
〜
７

割
※３

と
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

播
種
量
や
脱
ロ
ウ
処
理
に
用
い
る
濃
硫
酸
の

液
量
、
圃
場
管
理
面
積
の
削
減
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

１　
は
じ
め
に

近
年
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
修
理
に

用
い
ら
れ
る
漆
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
持
続
的
な
生
産
に
は
ウ
ル
シ
林
の
造

成
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
苗

木
の
安
定
供
給
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
県
内
の
ウ
ル
シ
苗
木
生
産
現

場
で
は
、
種
子
の
発
芽
率
の
低
さ
や
、
間

引
き
・
除
草
等
の
作
業
負
担
が
大
き
い
こ

と
が
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
、
種
子
の

発
芽
率
向
上
と
苗
木
生
産
工
程
の
効
率
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
活
用

し
て
、
セ
ル
ト
レ
イ
や
ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ

ウルシウルシ
育苗方法の育苗方法の
効率化効率化

図１　従来の育苗方法と新しい育苗方法の比較

─  6 ─

岩手の林業　令和７年７月15日発行



ウルシ育苗方法の効率化

﹇
新
﹈
畝
を
立
て
、
マ
ル
チ
で
被
覆
し
ま

す
。
１
年
目
は
苗
間
10
〜
15
㎝
、
２
年
目

は
苗
間
20
㎝
の
間
隔
で
マ
ル
チ
に
穴
を
開

け
て
植
え
ま
す
（
写
真
３
）。

＊
ウ
ル
シ
の
苗
木
は
雑
草
の
被
圧
に
弱
く
、
雑

草
の
少
な
い
状
態
の
維
持
が
重
要
で
す
。
新

方
法
で
は
マ
ル
チ
に
よ
り
雑
草
の
繁
茂
を
大

幅
に
抑
制
で
き
、
労
力
の
大
き
か
っ
た
除
草

作
業
を
ほ
ぼ
不
要
に
で
き
ま
す
。
資
材
費
や

被
覆
作
業
の
手
間
は
増
加
し
ま
す
が
、
総
合

的
な
作
業
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

３　
お
わ
り
に

新
方
法
に
よ
り
、
発
芽
率
は
従
来
の
１

〜
３
割
か
ら
７
割
程
度
に
向
上
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
行
の
出
荷
規
格
（
苗
高
15

㎝
以
上
か
つ
根
元
径
９
㎜
以
上
）
を
２
年

で
満
た
す
苗
の
割
合
も
、
従
来
の
４
割
か

ら
７
割
程
度
に
向
上
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
セ
ル
ト
レ
イ
の
水
管
理
や
マ

ル
チ
の
被
覆
な
ど
、
資
材
費
や
作
業
は
増

え
ま
す
が
、
間
引
き
や
除
草
と
い
っ
た
負

担
の
大
き
な
作
業
の
軽
減
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

本
育
苗
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今

後
成
果
資
料
と
し
て
公
表
す
る
予
定
で
す
。

※
１　

岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果

速
報
№
３
５
８

※
２　
生
産
者
か
ら
聞
き
取
り

※
３　

岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果

速
報
№
４
２
０

岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
部

専
門
研
究
員　
中
軽
米　
聖
花

０
１
９
（
６
９
７
）
１
５
３
６

②　
播
き
つ
け
・
幼
苗
育
成

﹇
従
来
方
法
﹈
畝
立
て
し
た
畑
に
種
子
を

30
〜
40
粒
／
１
０
０
㎠
の
密
度
で
播
種
し
、

霜
害
対
策
と
し
て
ワ
ラ
を
敷
き
ま
す
。
気

象
条
件
に
応
じ
て
水
や
り
を
行
い
ま
す
。

﹇
新
﹈
鹿
沼
土
と
コ
コ
ピ
ー
ト
を
１
：
１

で
混
合
し
た
培
土
を
セ
ル
ト
レ
イ
に
充
填

し
、
１
穴
に
１
粒
ず
つ
播
き
ま
す
。
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
内
の
育
苗
台
に
ト
レ
イ
を
設
置

し
、
適
宜
換
気
や
水
や
り
を
行
い
ま
す
。

＊
育
苗
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
行
う
こ
と
で
、

水
分
や
温
度
の
管
理
が
し
や
す
く
、
品
質
の

揃
っ
た
幼
苗
が
育
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
霜
の
影
響
を
気
に
せ
ず
播
き
つ
け
が
可

能
で
す
。
一
方
で
、
土
が
乾
燥
し
や
す
い
た
め
、

適
切
な
水
管
理
が
必
要
で
す
。

③　
幼
苗
の
移
植

﹇
従
来
﹈
５
〜
８
月
に
か
け
て
１
〜
２
週

間
ご
と
に
間
引
き
を
実
施
し
、
苗
間
を
調

整
し
ま
す
（
写
真
２
）。

﹇
新
﹈
セ
ル
ト
レ
イ
で
育
成
し
た
中
か
ら

成
長
の
良
い
苗
を
選
ん
で
圃
場
に
移
植
し

ま
す
。

＊
移
植
時
に
苗
の
選
別
を
行
う
こ
と
で
、
従
来

必
要
だ
っ
た
複
数
回
の
間
引
き
作
業
が
不
要

と
な
り
ま
す
。

④　
苗
木
の
育
成

﹇
従
来
﹈
発
芽
後
の
苗
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
注
意
し
な
が
ら
手
作
業
で
雑
草
を
除

去
し
、
２
年
目
も
同
様
に
除
草
し
ま
す
。

写真３　［新方法］マルチ被覆畝への移植

写真２　［従来方法］間引き・除草前の芽生え

写真１　［新方法］種子処理後の発芽
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